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数学科学習指導案

＜研究主題＞

関数の「表、式、グラフ」を関連付けながら
習得した知識や技能の活用を図る指導の工夫

－「表現」を重視した「学び合い」や「問題づくり」活動を通して－

１ 単元名 ４章 比例と反比例 （１年）

２ 単元の考察（教材観）
本単元は、中学校学習指導要領（平成 24 年度より完全実施、１学年のみ平成 21 年度より先行実施）
第２章 第３節（数学）の第１学年の目標(1)『具体的な事象の中から二つの数量を取り出し、そ

れらの変化や対応を調べることを通して、比例、反比例の関係についての理解を深めるとともに、関
数関係を見いだし表現し考察する能力を培う』、ア「関数関係の意味を理解すること」、イ「比例、
反比例の意味を理解すること」、ウ「座標の意味を理解すること」、エ「比例、反比例を表、式、グ
ラフなどで表し、それらの特徴を理解すること」、オ「比例、反比例を用いて具体的な事象をとらえ
説明すること」に基づくものである。

本単元で生徒が学習する内容としては、
① 事象の中から、比例、反比例の関係にある二つの数量を見いだし、それらの関係を表や式に表

すこと
② 平面上の点の座標を求めたり、二つの数の組を平面上の点で表したりすること
③ 比例、反比例の関係について、表、式、グラフなどを用いて適切に表現し、変化や対応の様子

などをとらえながら、その特徴を相互に関連付けて読み取ること
④ 比例、反比例を利用して、具体的な問題を解決すること

である。
生徒は、これまでに、小学校第４、５学年で「数量の関係を□や○を用いた式に表しそれらに数を

当てはめて調べること、変化の様子を折れ線グラフで表すこと」、第６学年で「比例の関係を理解し、
これを用いて問題解決をすること」を学習してきた。本単元では小学校算数科の学習の上に立ち、「変
域が負の数まで拡張され、変数や定数を文字で表しながら、比例や反比例を関数としてとらえ、変化
や対応の特徴を表、式、グラフなどから調べること」を学習していく。さらに、本単元は今後、中学
校第２学年「１次関数」や第３学年「関数ｙ＝ａｘ２ 」の学習へとつながっていき、日常生活におい
て数量を関係的に探究する基礎となる学習であり重要であると考える。

また、関数の学習において、事前に調査したアンケート結果から、生徒の苦手意識は強く、特に、
第１学年「比例と反比例」の学習から第２学年の「１次関数」の学習になるにしたがって、苦手な生
徒の割合が著しく増加している。その原因としては、第１学年の「比例と反比例」の学習よりも第２
学年における「１次関数」の学習の方が、「表から式を求めたり、グラフから式を求めたりなど」と
式を求めること、また、「表からグラフを作ったり、式からグラフを作ったりなど」とグラフを作る
ことで、「表、式、グラフ」を関連付けて関数の特徴をとらえていくことが必要になってくるからだ
と考える。そこで、本単元において、具体的な事象と「表、式、グラフ」を関連付けた指導の充実を
図るとともに、それらを活用して問題解決できるようにしていきたいと考える。

３ 単元の目標及び評価規準
（１）単元の目標

具体的な事象の中にある二つの数量の変化や対応を調べることを通して、比例、反比例の関係
を見いだし、表現し、考察することができるようにする。

・比例、反比例の意味を理解し、事象の中にある比例、反比例の関係を見いだすことができるよ
うにする。

・表、式、グラフを用いて、比例、反比例を表したり、その特徴を調べることができるようにす
る。

・具体的な事象の考察に、比例、反比例の見方や考え方を活用することができるようにする。
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（２）単元の評価規準
数学への関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 数学的な表現・処理 数量、図形などについての知識・理解

＜数量関係の評価規準＞
具体的な事象の中に 事象の中にある対応関 二つの数量の変化 比例、反比例の関

ある二つの数量の変化 係や依存、因果などの関 を比例、反比例の関 係や座標の意味、比
や対応を調べることを 係に着目するなどして、 係としてとらえ、表、 例、反比例の関係を
通して、比例、反比例 変化や対応などについて 式、グラフなどを用 表す表、式、グラフ
の関係を見いだし表現 の見方や考え方を身に付 いて表現したり、数 の特徴、問題解決へ
したり考察したりする け、事象に潜む関係やき 学的に処理したりす の利用の仕方を理解
ことに関心をもち、こ まりをとらえたり、見通 ることができる。 している。
うした見方や考え方を しをもち順序よく筋道を
意欲的に問題の解決に 立てて考えたりすること
活用しようとする。 ができる。

＜単元の評価規準＞
【比例、反比例の関係】
○具体的な事象の中に ○具体的な事象の中にあ ○比例、反比例の関 ○変数と変域の意味

ある二つの数量の関 る二つの数量の関係を、 係を式で表すこと を理解している。
係に関心をもち、観 変化や対応の様子に着 ができる。 ○事象の中には比例、
察や実験、調査など 目して調べ、比例、反 ○文字を変数として 反比例を用いてと
を通して比例、反比 比例の関係になるもの 扱うことができ らえられるものが
例について調べよう があることに気付く。 る。 あることを知り、
とする。 比例、反比例の意

味を理解している。
【比例、反比例の特徴】
○比例、反比例に関心 ○比例、反比例の特徴を、 ○比例、反比例の関 ○変化や対応の様子、

をもち、表、式、グ 表、式、グラフなどを 係を表、式、グラ グラフの形、y=ax
ラフなどを用いて、 用いて考えることがで フなどで表現した や y=a/x の a の意
その特徴を調べよう きる。 り、その特徴をよ 味など、比例、反
とする。 みとったりするこ 比例の特徴を理解

とができる。 している。
○座標を用いて、平

面上の点が一意的
に表されることを
理解している。

【比例、反比例の見方や考え方の活用】
○比例、反比例が実生 ○具体的な事象を、比例、 ○比例、反比例の表、 ○比例、反比例の見

活と深くかかわって 反比例の見方や考え方 式、グラフを用い 方や考え方を、ど
いることに気付き、 を生かして変域を意識 て具体的な事象を のような場面でど
比例、反比例の見方 しながら調べ、その結 表現したり、処理 のように用いるか
や考え方を活用しよ 果が適切であるかどう したりすることが を理解している。
うとする。 か振り返って考えるこ できる。 ○比例、反比例の見

とができる。 方や考え方を用い
ると、事象を考察
したり、予測した
りすることができ
ることを理解して
いる。

４ 指導計画（全19時間の中の「比例」は９時間）

☆単元に入る前の『１時間』を、『「学び合い」活動・「関数ソフト」操作方法』について、
生徒に説明する時間として設定する。

節 過程 項 指導時数 指 導 の 手 だ て
つかむ 導入 １ 学び合い

１ 比例 過程 実物投影機、学習プリント（記録用紙）
１ 比例する ２、３ 学び合い・（問題づくり）

（９時間） 追究す 量 ４、５ 実物投影機、学習プリント（記録用紙）
る過程 ２ 座標 ６

３ 比例のグ ７、８ 学び合い・関数ソフト
ラフ 実物投影機、学習プリント（記録用紙）

深める まとめ ９ 学び合い・問題づくり・関数ソフト
過程 実物投影機、学習プリント（記録用紙）
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５ 指導方針

＜全体を通しての方針＞
○「式、表、グラフ」を関連付けた指導。
○根拠をもとに説明する場面の設定。

＜具体的な手だて＞
○ 「表現」を重視した「学び合い」や「問題づくり」活動を『手だて』とする。

具体的には、「学び合い」活動、「関数ソフト操作」活動、「問題づくり」活動（相互交流）
を取り入れる。それらに要する時間を十分取るようにする。

○ 『学び合い』活動：小グループ（５人）の「学び合い」活動を中心とする。そして、その
中で「制限時間内の発表、考えの伝え合い、関数ソフト操作活動」をさせていく。他の生徒
に自分の考えを伝えるために、表現の工夫をさせる。自分の考えを簡潔に表現できるように、
『記録用紙』を使い、まとめさせていく。

○ 『関数ソフト』操作活動：生徒に『学び合い』活動の中で、『関数ソフト“GRAPES”』を
活用し表現させる。『学び合い』活動で解き方などを考えさせた後で、『関数ソフト』を操
作させることにより、実感的に理解できるとともに、考えの根拠を明らかにさせていく。ま
た、「表、式、グラフの関連性」についても、視覚的にとらえさせたり、実感的に理解させ
たりしていく。

○ 『問題づくり』活動：生徒に既習の知識や技能を使って、基本問題から新たな問題（日常
生活に即した）や類似問題（参考となる基本問題の数値を変えるなど）をつくり、表現させ
ていく。つくった問題を発表し合ったり、解き合ったりさせることで、既習の知識や技能の
多様な活用の仕方を共有することができるようにしていく。

○ 相互交流を通して、自分の考えを言語や視覚的に「表現する」ことで、「多様な考え」を
共有でき、お互い学び合ったり、練り合ったりする中で、「問題解決するためにどのような
既習の知識や技能を用いたのか」、または「既習の知識や技能をどのように用いて問題解決
したのか」ということを明らかにさせる。

（１）つかむ過程
○ 生徒が個々に「予想」を立てることができ、自力解決をしていこうとする意欲が高まるよう

な多様な発想を引き出せるような身近な問題を提示する。
○ 『学び合い』（集団思考）

・ 小グループ内で、「二つの数量の間の規則性や関係性に気付く」を目的とする。
・ 小グループ内での時間制限を設けての発表や説明などの表現活動とする。例えば、個人

の発表時間を１分間として定めることで、短時間内に他の生徒に分かりやすく説明するた
めの表現の工夫をさせる。

・ 発表や説明においては、できるだけ全員に分からせるように、根拠を明らかにし工夫
させる。そのために、学習プリント（記録用紙）に自分の考えを簡潔に表現できるように
まとめさせる。

（２）追究する過程
○ 生徒が数学を日常生活と関連付けてとらえられるように、できるだけ日常生活に関わる問題

や、「予想」から自力解決、「学び合い」へつなげられるような問題を提示する。
○ 生徒が「関数ソフト」を操作できるように、事前に操作方法について指導をしておく。
○ 『学び合い・関数ソフト操作』

・ 小グループ内で、「問題解決のために必要な既習の知識や技能の多様な活用の仕方を知
る」を目的とする。

・ 「関数ソフト」を活用する場面では、パソコン室にて、一人１台パソコンを操作させる
ようにする。

・ 発表や説明においては、できるだけ全員に分からせるように、根拠を明らかにし工夫さ
せる。そのために、時間設定をし、学習プリント（記録用紙）に自分の考えを簡潔に表現
できるようにまとめさせる。

・ 視覚的に「表、式、グラフの関連性」をとらえさせたり、実感的に理解させたりすると
ともに、グループや個人の考えの根拠を明らかにさせるための手だてとして、「関数ソフ
ト」を活用し、表現させる。

（３）深める過程
○ 生徒が日常生活に関わる問題と「表、式、グラフ」の関連性を結び付けてとらえられるよう

な問題を提示する。
○ 『学び合い・問題づくり』

・ 小グループ内で、『「表、式、グラフ」を関連付けて問題解決できる』を目的とする。
・ 既習の知識や技能を使って、基本問題から類似問題や新たな問題を作ることで表現させ

る。そして、作った問題を発表し合ったり、解き合ったりしていく中で、友達の考えとの
比較検討を通して、既習の知識や技能の多様な活用の仕方を共有させる。そのために、学
習プリント（記録用紙）に作った問題や解き方など自分の考えを簡潔に表現できるように
まとめさせる。
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（４）「学び合い」活動、「関数ソフト」活用の過程

「学び合い」活動の過程 学習形態、手だて

① 「予想」から「個人思考」へ 自力解決

② 記録用紙に、自分の考えを簡潔に表現できるようにま 自力解決、記録用紙
とめる。 ＜表現活動＞

③ 小グループごとに、制限時間を設けての発表や説明を グループ
する。 ＜表現活動＞

④ 小グループ内での考えの共有化を図る。 グループ
＜考えの共有化＞

④ 実感的な理解や考えの根拠を明らかにする。 「関数ソフト」活用
視覚的に、「表、式、グラフの関連性」をとらえさせ ＜グループ＞
る。

⑤ 小グループごとに発表をする。＜多様な考えの共有＞ 一斉

⑥ 振り返りをする。 一斉、記録用紙
＜活用の意識化・次時への意欲付け＞

（５）「問題づくり」の過程

「問題づくり」の過程 学習形態

① 基本問題を把握し、解決する。 自力解決

② 基本問題をもとに、新たな問題や類似問題をつくる。 自力解決、記録用紙
＜表現活動＞

③ つくった問題を発表し合う。＜表現活動＞ 学び合い
＜グループ、一斉＞

④ つくった問題を解き合う。＜活用の意識化＞ 学び合い
＜グループ、一斉＞

⑤ 解答例を発表する。＜考えの比較検討＞ 学び合い ＜一斉＞

⑥ 作問者が解答を説明する。 学び合い ＜一斉＞
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６ 指導展開例（全19時間のうち「比例」についての指導：９時間予定）

（１）１／９時間目【つかむ過程】

○ねらい ○評 評価項目(評価方法)
時間 ・主な学習活動 ・支援及び指導上の留意点 ◎「十分満足できる」と判断される状況

☆「努力を要する」生徒への手だて
・具体的な事象から関数関 【知識・理解】

○ともなって変わる二つの 係にある二つの数量の変 ○評 具体的な事象において、
数量の関係が、小学校で 化のようすを考察し、表 ともなって変わる二つ
の学習内容から、比例の や二つの数量に対応する の数量の関係を比例の
関係か、または、比例の 値の商は一定であること 関係としてとらえられ
関係ではないかを判断す を関連付けて指導してい る。
ることができる。 く。 (観察、発表、学習プリン

・二つの数量の関係が比例 ト)
か比例ではないかを小学 ◎ともなって変わる二つ
校で学んできた比例の特 の数量の関係を表に表
徴を整理して中学校の学 し対応の様子や、二つ

20 習につなげられるように の数量に対応する値の
する。 商は一定であることを

基にして、比例か比例
問題１ １辺が２㎝の正方形を下の図のように並べて ではないかを判断でき

いくとき、「並べた正方形の数」が増えることに る。
ともなって、変わるものを三つ以上あげてみよう。 ☆ともなって変わる二つ

の数量の関係を表から
・・・ 比例の関係ととらえら

れるようにする。また、
比例の関係とは何かを

・個人思考 ・生徒が三つ以上見付ける 個別に支援をし、思い
ことで、比例と比例でな 出させるようにする。

【生徒の予想される反応等】 いものの違いを自分で見
①辺の数 付けたものの中からとら
②底辺の長さ えさせるようにしていき
③面積 たい。それにより、比例
④横の長さ ・・・ の関係をより明確に思い

出すことができるように
する。 ＜学び合いの説明＞

・学習プリント（記録用紙）に ・思考時間、発表時間を制 ①小グループ＜５人＞
まとめる。 限する。 ②班長(進行タイムキーパー)

・数名発表 １名決める。
③＜目標＞

問題２ 変わるものの中から、変わり方に着目して グループの全員がわかる
グループ分けしてみましょう。また、分け方の
根拠（理由）を書きなさい。 ↓

・個人思考 ・自分の考えをもてるよう クラスの全員がわかる
にヒントを与える。

・学び合い（集団思考） ・記録用紙にグループに ④分からなければ質問
・・・表現活動 分けるために、自分で根 をする。

拠とした考えを簡潔にま ⑤友達の発表をしっか
とめさせる。 りと聞き、いろいろ

＜表現の工夫＞ な考えを吸収しよう。
25 ・小グループ内で、考えを伝え ・時間制限発表とする。

合う。 ・小学校で習得した知識や
・全員が分かるような説明の工 技能を、本単元での問題

夫をし、発表する。 解決で活用できるように
する。 評価規準【学び合い】

・小グループごとの発表をする。 ・問題提示や発表では、実
（一斉） 物投影機を活用する。 ◎比例の関係について

① 『「正方形の数」が２倍、３
・学び合いでは、小グルー 倍、 ・・・になると「他方」

プ全員が分かるような説 も２倍、３倍、・・・になる』
明をするようにと助言す ことを根拠として、「表現を
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る。また、発表について 工夫」し簡潔に説明している。
も、全員が分かるような また、質問にも分かりやすく対
説明の工夫をするように 応している。
と助言していく。 ② 他の生徒の考えをしっかり

と聞き、理解しようとしてい
・小グループ内での表現活 る。

動(発表、説明)時間を制
限する。個人発表を１分 ○比例の関係について
以内とし、短時間内で他 ① 『「正方形の数」が２倍、３
へ伝えるので、「表現の 倍、 ・・・になると「他方」
工夫」をさせる。 も２倍、３倍、・・・になる』

ことを根拠として、説明して
・各グループごとに発表を いる。

する。 ② 他の生徒の考えをしっかり
と聞くことができる。

・多様な考えの共有を図る。

・自己評価をする ・１時間の授業を振り返らせ、
５ 学習に対する自分の取組

の様子と学習内容を確認
させる。
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（２）２／９時間目【追究する過程】

○ねらい ○評 評価項目(評価方法)
時間 ・主な学習活動 ・支援及び指導上の留意点 ◎「十分満足できる」と判断される状況

☆「努力を要する」生徒への手だて
・比例や比例しないものの 【知識・理解】

○具体的な事象から比例す 具体的な事象の例を提示 ○評 小学校での比例の定義
るものと比例しないもの する。 がしっかりと理解され
とを区別しながら、比例 ・例えば、表を用いること ている。
の意味を理解し、比例す の方が比例の変化の様子 (観察、発表、学習プリン
る事象はｙ＝ａｘの式で を視覚的にとらえやすい ト)
表すことができることを ことを助言する。 ◎ともなって変わる二つの
理解する。 数量の関係のちがいを

表を作って対応の様子
から判断したり、対応

問題１ 次の(1)～(2)のうち、□と△とが比例するものを する値の商は一定であ
見付けなさい。 ることから判断したり

(1) 面積が 24 ㎡の長方形の土地がある。 しながら、比例と比例
縦□ｍ、横△ｍの長さの関係 ではないものに分けら

(2) 縦４㎝、横□㎝の長方形の面積が△㎠である。 れる。
横□㎝、面積△㎠の関係 ☆個別支援をし、表から

(3) 一個 60 円のみかんを□個買ったときの代金は、 二つの数量の変化の様
△円です。個数□個、代金△円の関係 子をとらえ、比例の定

30 (4) ４人でやると３日で終わる仕事があります。 義を確認していく。
人数□人、日数△日の関係

・予想、個人思考 ・予想から自力解決させる。
・小学校の既習事項の確認 評価規準【学び合い】

【生徒の予想される反応等】 をする。ここでは、小学
(2)と(3)は一方の量が 校での比例の定義に関連 ◎比例の関係について

２倍、３倍、…になると、 させて、比例と比例では ① 具体的な事象について、二
他方の量も２倍、３倍、… ないものの変化のちがい つの数量の関係が比例の関係に
になるが、(1)と(4)は他方 を理解させる。 なることを、表を作り二つの数
の量は２倍、３倍、…にな ・比例の定義をしっかりと 量の対応関係を見ていくことで、
らない。 確認する。 既習の比例についての知識を基

に明確に判断できることを他の
・学習プリント（記録用紙）に ・記録用紙に簡潔にまとめ 生徒へ簡潔に説明している。

まとめる。 させる。 ② 他の生徒の考えをしっかりと
・学び合い（集団思考） ・学び合いでは、小グルー 聞き、理解しようとしている。

・・・表現活動 プ全員が分かるような説
明をするようにと助言す ○比例の関係について

・小グループ内で、考えを伝え る。また、発表について ① 具体的な事象について、二つ
合う。 も、全員が分かるような の数量の関係が比例の関係にな

・全員が分かるような説明の工 説明の工夫をするように ることを、表を作り二つの数量
夫をし、発表する。 と助言していく。 の対応関係を見ていくことで、

・各グループごとに発表を 既習の比例についての知識を基
する。 に明確に判断できることを他

・小グループごとの発表をする。 ・多様な考えの共有を図る。 の生徒へ説明している。
（一斉） ② 他の生徒の考えをしっかりと

聞き、理解しようとしている。

問題２
(1) 縦４㎝、横□㎝の長方形の面積が△㎠である。

□と△の関係を式で表してみましょう。
(2) 一個60円のみかんを□個買ったときの代金は、

△円です。□と△の関係を式で表してみましょう。
15

・個人思考、発表 ＜(1)について＞(2)も同様

横 □（㎝） 1 2 3 4 5 6 …
【生徒の予想される反応等】

(1)①４×□＝△ 面積 △（㎠） 4 8 12 16 20 24 …
②△÷□＝４
③△÷４＝□
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(2)① 60 ×□＝△ ・横の長さが１㎝ずつ増える
②△÷□＝ 60 と面積が４㎠ずつ増えて
③△÷ 60 ＝□ おり、したがって面積は、

４×（横の長さ）となる
ことを理解させる。

・「二つの数量の対応して
いる値の比（商）がすべ
て一定になっている。
面積／横＝一定(比例定数)」こ
とを確認する。

・表から式を意識付ける。
・ことばを用いた式から文

字を用いた式で表し、比
例の関係を表す式を定義
する。

・比例の式を、ｙ＝４ｘ、 □をｘ、△をｙとする。
ｙ＝ 60 ｘと表せることを理 ・ｙ／ｘ＝一定から、
解する。 ｙ／ｘ＝ a と表し、

・「ｙはｘに比例する」ときに、 ｙ＝ a ｘ（一般形）で比
ｙ＝ a ｘの式で表せることを 例の式を定義することを
確認する。 示す。

・自己評価をする ・１時間の授業を振り返らせ、
５ 学習に対する自分の取組

の様子と学習内容を確認
させる。
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（３）３／９時間目【追究する過程】

○ねらい ○評 評価項目(評価方法)
時間 ・主な学習活動 ・支援及び指導上の留意点 ◎「十分満足できる」と判断される状況

☆「努力を要する」生徒への手だて
【表現・処理】

○具体的な事象から比例の ○評 具体的な事象の中で、
関係について把握し、 比例の式を求めること
ｙをｘの式で表すことが ができる。さらに、比
できる。また、比例の式 例についての知識・技
を使って具体的な場面を 能を活用することがで
考察することができる。 きる。

(観察、発表、学習プリン
ト)

問題１ 次の(1)～(3)について、なぜｙがｘに比例する ◎比例の式を求めること
かを説明しなさい。 ができる。また、比例

(1) １本 80 円の鉛筆をｘ本買ったときの代金をｙ円とする。 についての知識・技能
(2) １本３ｇの釘ｘ本では重さがｙｇになる。 を活用することができ

20 (3) 時速４㎞でｘ時間歩いたら、ｙ㎞進んだ。 る。
☆ことばの式、図や表で

・個人思考、発表 ・十分に時間をとり、何か 表したりしながら考え
ら比例することを判断す るようにと助言する。

【生徒の予想される反応等】 ればよいのかを考えさせ
○表から変化の る。

様子を判断
○式から判断 評価規準【学び合い】

ｙ＝ 80 ｘ、ｙ＝３ｘ
ｙ＝４ｘ ◎式ｙ＝ａｘを活用し

て具体的な事象を考
察する。

補足問題 ①問題解決をするためには、式
ｙがｘに比例することを説明しなさい。 ｙ＝ａｘを活用することのよさ

を根拠（負の数の意味と表し方
気温は 100 ｍ上昇するごとに 0.6 ℃ずつ下がる。 など）を示しながら他の生徒へ

地上の気温が０℃のとき、 簡潔に説明している。
標高ｘｍのときの気温をｙ ℃とする。 ②他の生徒の考えをしっかりと

聞き、理解しようとしている。
・個人思考 ・問題１を参考にして、表
・学び合い（集団思考） や式から判断して、比例 ○式ｙ＝ａｘを活用し

・・・表現活動 になることを説明できる て具体的な事象を考
・小グループ内で、考えを伝え ようにさせる。 察する。

合う。 ・比例定数が負の数になる ①問題解決をするためには、式
・小グループごとに発表・説明 ことに気付かせたい。 ｙ＝ａｘを活用することのよ

する。 ・小学校では正の数の範囲で さを他の生徒へ説明している。
比例を考えてきたが、こ ②他の生徒の考えをしっかりと

・教師の説明を聞く。 こでは比例定数が負の数 聞くことができる。
にして考えることができ
ること、または、変数を
負の数に拡張しているこ
とに着目させる。

問題２ ガソリン20ℓで320㎞の道のりを走ることができ
る自動車があります。

この自動車が、ガソリンｘℓでｙ㎞走るとして、
次の問に答えなさい。

15 (1) ガソリン１ℓで走る道のりを求め、ｙをｘの式で表
し

なさい。
(2) ガソリン 15 ℓでは、何㎞走ることができますか。
(3) 400㎞の道のりを走るには、何ℓのガソリンが必要で

すか。

・個人思考 ・ｘとｙの関係式や変化の
・学び合い（集団思考） 仕方から判断するように
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・・・表現活動 させる。
・小グループ内で、考えを伝え ・学び合いでは、小グルー

合う。 プ全員が分かるような説
・全員が分かるような説明の工 明をするようにと助言す

夫をし、発表する。 る。また、発表について
も、全員が分かるような

・小グループごとの発表をする。 説明の工夫をするように
（一斉） と助言していく。

・各グループごとに発表を
する。

・多様な考えの共有を図る。

10 ・評価テスト① ・知識や技能を活用する力
を評価する。

５ ・自己評価をする ・１時間の授業を振り返らせ、
学習に対する自分の取組
の様子と学習内容を確認
させる。
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（４）４／９時間目【追究する過程】

○ねらい ○評 評価項目(評価方法)
時間 ・主な学習活動 ・支援及び指導上の留意点 ◎「十分満足できる」と判断される状況

☆「努力を要する」生徒への手だて
【表現・処理】

○比例についての既習の知 ○評 具体的な事象の中で、
識や技能を活用して、 比例の式を求めること
新たな問題や類似問題を ができる。さらに、比
つくることができる。 例についての知識・技

また、作成した問題を 能を活用することがで
解き合うことで、知識や きる。
技能の多様な活用の仕方 (観察、発表、学習プリン
を共有することができる。 ト)

◎比例の式を求めること
ができる。また、比例

15 問題１ 水そうに毎分４ℓずつの水を入れ続けています。 についての知識・技能
「10時を基準」にして、ｘ分後には、水そうの中の を活用して、新たな問
水の量がｙℓ増えるとします。 題や類似問題をつくる

ことができる。
増える量 ☆ことばの式、図や表で

(1) ｙをｘの式で表しな 表したりしながら考え
さい。 ｙℓ るようにと助言する。

(2) 表を作りなさい。 10時の水の量
＜基準＞ 【見方や考え方】

(3) ｘ＝－３のときの ＜問題づくり＞
ｙの値を求めなさい。 ○評 既習の知識や技能をど
また、このときのｘの値、 ｘ分後 のように活用して問題
ｙの値は、それぞれどん をつくったのか。数学
なことを表していますか。 的な表現を用いて説明

できる。
(観察、発表、学習プリン

・個人思考 ・今まで学習してきた「比 ト)
例」については、数の範 ◎ともなって変わる二つ

・学び合い（集団思考） 囲が０と正の数の範囲で の数量の関係が比例の
・・・表現活動 あったが、ここでは負の 関係であることを、「変

数も扱っていることに気 化の様子や式の形」で
・小グループ内での考えの伝え 付かせる。 判断することができる。

合いや考えの共有をする。 ・既習の知識として、「正 式と表を関連付けるこ
負の数」の表し方と「負 とができ、新たな問題
の数の意味」を確認させ を考えることができる。
る。そこから、「負の数」 ☆数値を変えただけの問
への数の拡張と負の数を 題をつくることから始
含めた表の作り方につな めさせていく。友達の
げていくようにする。 つくった問題を参考に

・次の「問題づくり」活動 してもよいことを助言
へと展開するための前段 する。
階なので、小グループ内
で短時間で確認させる。

問題２ 前時で扱った問題や問題１などを参考にして、新
たな問題や類似問題をつくってみましょう。

（問題づくり） 評価規準【学び合い】

・個人思考 ・新たな問題づくりでもよ ◎① 自分で作った問題は、ど
30 いし、前時で扱った問題 のような知識や技能を活用

・学習プリント（記録用紙）に や問題１などの一部を変 すれば解決できるのかを簡潔
「作成問題と解答例」をまと えてつくってもよいこと、 に他へ分かるように説明して
める。 途中まででもよいことを いる。また、質問にも分かり

助言する。解答も一緒に やすく対応している。
作らせる。 ② 他の生徒の考えをしっかり

・学び合い（集団思考） ・学び合いでは、小グルー と聞き、理解しようとしてい
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・・・表現活動 プ全員が分かるような説 る。
明をするようにと助言す

・小グループ内で、考えを伝え る。また、発表について ○① 自分で作った問題は、ど
合う。 も、全員が分かるような のような知識や技能を活用し

・全員が分かるような説明の工 説明の工夫をするように たのかを他へ説明している。
夫をし、発表する。 と助言していく。 ② 他の生徒の考えをしっかり

・小グループ内で、問題を解き ・小グループごとに提示さ と聞くことができる。
合う。 れた問題の中から、１問

選び全員で解法すること
・個人思考 で共有化を図る。

・作問者に解答を示しても
・解答例を発表する。 らう。

・既習の知識や技能の多様
な活用の仕方を共有する。

・自己評価をする ・１時間の授業を振り返らせ、
５ 学習に対する自分の取組

の様子と学習内容を確認
させる。
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（５）５／９時間目【追究する過程】

○ねらい ○評 評価項目(評価方法)
時間 ・主な学習活動 ・支援及び指導上の留意点 ◎「十分満足できる」と判断される状況

☆「努力を要する」生徒への手だて
・数の大小関係を表すのに 【表現・処理】

○変域の意味を理解し、変 不等号を用いることは、 ○評 変域を不等号を使って
域を不等号を用いて表す １章で学んでいるが、変 表したり、数直線を使
ことができる。 数のとる値の範囲を表す って表したりすること

○１組のｘ、ｙの値から比 のに不等号を使うことは ができる。また、１組
例の式を求めることが 初めてなので、数直線を のｘ、ｙの値の組から
でき、比例の式を使って 用いて丁寧に指導してい 比例の式を求めること
具体的な場面の問題を解 く。 ができる。
くことができる。 ・「以下、以上、未満、よ (観察、発表、学習プリン

り大きい（小さい）など」 ト)
20 のことばでの表し方と不 ◎変域の意味を理解する

問題 次の変域を不等号で 等号での表し方の関連を とともに、ことばで表
表してみよう。 重視する。 した変域から不等号を

(1) ｘは、２以上 ・二つの変数ｘ、ｙが出て 使って表すことができ
(2) ｙは、－４未満 くることに戸惑う生徒が る。また、１組のｘ、
(3) ｘは、－５以上で３以下 いると思うので、その点 ｙの値をｙ＝ａｘの式
(4) ｙは、２以上で６未満 を注意する。また、範囲 に代入して、ａの値を

を表すことをしっかりと 求め、比例の式を求め
・説明を聞く。 おさえさせる。 られる。
・個人思考（問題） ・日常とのかかわりを重視 比例の式を活用して問
・発表 する。 題を解決できる。
・数名、問題提示 ・不等号の意味をしっかり ☆比例の式ｙ＝ａｘを思

個人思考・発表 と把握するようにしてい い出させ、表などを使
く。 って例を示しながら支

・数名指名し、問題提示を 援をしていく。
させ、個人思考させる。
その後、問題提示者に解
答させる。

・１組のｘ、ｙの値を
○１組のｘ、ｙの値から比 ｙ＝ａｘの式に代入する 評価規準【学び合い】

例の式を求めることがで ことでａの値を求めてい 【代数的な見方】
きる。 く。そのことが比例の式 ◎比例の関係を式で表

を求めることにつながる し、変域の意味をお
ことを把握するようにし さえて、具体的な事

問題１ 次の場合の比例の式 ていく。 象を考察する。
を求めなさい。 ① ともなって変わる二つの数

量ｘ、ｙの関係が比例である
(1) ｙはｘに比例し、 ことから、１組のｘ、ｙの値

ｘ＝４のときｙ＝１２ の組を基に、比例の式を求め
(2) ｙはｘに比例し、 られることや、変域に注意し

ｘ＝３のときｙ＝－６ て具体的な場面の問題の解決
方法を他の生徒へ簡潔に説明

・説明を聞く。 ・学び合いでは、小グルー している。また、問題解決を
プ全員が分かるような説 するためには、式ｙ＝ａｘを

25 ・学習プリント（記録用紙）に 明をするようにと助言す 活用することのよさを根拠を
まとめる。 る。また、発表について 示しながら他の生徒へ簡潔に

も、全員が分かるような 説明している。
・学び合い（集団思考） 説明の工夫をするように ② 他の生徒の考えをしっかり

・・・表現活動 と助言していく。 と聞き、理解しようとしてい
・小グループ内で、考えを伝え ・小グループごとに発表や る。

合う。 説明をし、考えの共有を
・全員が分かるような説明の工 図るようにする。 ○比例の関係を式で表

夫をし、発表する。 し、変域の意味をお
・比例定数が負の数になる さえて、具体的な事
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・小グループごとに発表・説明 場合もあることを具体例 象を考察する。
する。 で示し、変化の様子など ① ともなって変わる二つの数

・考えを共有する。 を説明していく。 量ｘ、ｙの関係が比例である
ことから、１組のｘ、ｙの値
の組を基に、比例の式を求め

問題２ あるばねは、20ｇ以下のおもりを下げたとき、の られることや、変域に注意し
びる長さはおもりの重さに比例します。このばねに て具体的な場面の問題の解決
５ｇのおもりを下げたら、２㎝のびました。 方法を他の生徒へ説明してい
ｘｇのおもりを下げるとｙ㎝のびるとして、次の問 る。また、問題解決をするた
に答えなさい。 めには、式ｙ＝ａｘを活用す

ることを他の生徒へ説明して
(1) ｙをｘの式で表しなさい。 いる。

② 他の生徒の考えをしっかり
(2) 18 ｇのおもりを下げると、ばねは何㎝のびますか。 と聞くことができる。

(3) ｘの変域は０≦ｘ≦ 20 です。このときのｙの変域を
求めなさい。

・個人思考 ・表を作る場合には、「変
・学習プリント（記録用紙）に 域」があることに注意さ

まとめる。 せる。

・学び合い（集団思考） ・学び合いでは、小グルー
・・・表現活動 プ全員が分かるような説

・小グループ内で、考えを伝え 明をするようにと助言す
合う。 る。また、発表について

・全員が分かるような説明の工 も、全員が分かるような
夫をし、発表する。 説明の工夫をするように

と助言していく。
・小グループ内での考えを共有

する。また、考えを比較検討 ・表からでも求められるが、
する。 「式を活用して」求める

方法のよさを感じさせる。
・小グループごとに発表・説明 ・グループとしての考えを

する。 まとめさせる。
・クラス全体で考えを共有す

る。

・自己評価をする ・１時間の授業を振り返らせ、
５ 学習に対する自分の取組

の様子と学習内容を確認
させる。
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（６）６／９時間目【追究する過程】

○ねらい ○評 評価項目(評価方法)
時間 ・主な学習活動 ・支援及び指導上の留意点 ◎「十分満足できる」と判断される状況

☆「努力を要する」生徒への手だて
・実物投影機で問題を提示 【知識・理解】

○平面上の点の座標の意味 したり、用語等の説明に ○評 平面上の点や座標の意
を理解し、点を座標を用 おいても実物投影機を活 味、用語等を理解し、
いて表すことができる。 用して、用語と用語の表 点の位置を座標を使っ

している場所等をしっか て表すことを理解し、
りと把握させていきたい。 表すことができる。

(観察、発表、学習プリン
問題１ 今ＡくんとＢさんのいる位置を友達に分かりやす ト)

く伝えてください。ただし、水車小屋を基準にします。 ◎点や座標の意味を理解
川 ＜１目盛り１ｋｍ＞ し、点の位置を座標を
上 使って表すことができ

25 Ａ る。
☆まず、ｘ軸に着目させ

たり、数直線を思い出
させたりしながら点の

東 位置の表し方を理解させ
国道 たい。

西

水車小屋

Ｂ 下

・個人思考 ・数名指名し、発表させる。
・発表

・数名、問題提示 ・数名に問題を提示させる。
・個人思考・発表 ・数名指名し、発表させる。

・わかりやすく伝えるため
の工夫を発表させる。

・教師の説明を聞く。 ・グラフに置き換えて説明
をする。

・座標平面上のｘ・ｙ軸、
座標軸、原点Ｏやｘ座標、
ｙ座標等の用語をしっか
りとおさえさせるようにす
る。

・座標の表し方、Ａ(1,2)、
Ｂ( -3,-2)というように点
の座標については、
(ｘ座標，ｙ座標)で表す
ことで、逆にならないよ
うにしっかりと覚えさせ
る。

・具体例で慣れさせていく
ようにする。
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問題２ 次の問いに答えなさい。

(1) 下の図で、点Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄの座標をいいなさい。
(2) 次の点を下の図にかき入れなさい。

Ｅ(５，３)
Ｆ(－３，５)
Ｇ(－２，０)
Ｈ(－５，－４)

(3) グループ内で確認
しましょう。

20

・個人思考＜(1)、(2)＞ ・数名指名し、発表させる。
・発表

・学び合い（集団思考） ・小グループ内で、互いに
・・・表現活動＜(3)＞ 問題を提示したり、発表

・座標の表し方についての理解 し合ったりすることで、
を深める。 座標の表し方についての

理解を深めさせる。
・座標の表し方は、初めて

目に触れる生徒にとって
は予想以上に難しいと思
われる。そこで、グラフ
をかく上でも座標は非常
に重要な内容なので、理
解不十分の生徒には個別
に支援を行い、理解させ
ていきたい。

・自己評価をする ・１時間の授業を振り返らせ、
５ 学習に対する自分の取組

の様子と学習内容を確認
させる。

-5 -4 -3 -2 -1 1 2 3 4 5 x

-5

-4

-3

-2
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1

2
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D
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（７）７／９時間目【追究する過程】

○ねらい ○評 評価項目(評価方法)
時間 ・主な学習活動 ・支援及び指導上の留意点 ◎「十分満足できる」と判断される状況

☆「努力を要する」生徒への手だて
※パソコン室 【表現・処理】

○ｙ＝ａｘのグラフをかく ○評 ａの値が違った場合でも
ことができる。 式から表をつくり、様

々なグラフをかくこと
ができる。また、ａの

問題１ 値に着目して、グラフ
ｙ＝２ｘのグラフは、どんなグラフになりますか。 の特徴をまとめること

ができる。
（観察、発表、学習プリ

・個人思考、発表 ・小学校でもグラフをかい ント）
25 ているが、数の範囲が負 ◎ａの値に着目して、よ

【生徒の予想される反応等】 の数に拡張したグラフに り早く様々なグラフを
・直線のグラフ なることに注意させる。 かくことができる。ま
・折れ線グラフ た、ａの値に着目して、
・曲線のグラフ グラフの特徴をまとめ、

説明することができる。
☆表をつくり、式を成り

・学習プリント（記録用紙）に ・なぜ、直線のグラフにな 立たせるｘ、ｙの値の
まとめる。 るのかを考えさせる。 組を座標として点をと

・記録用紙に簡潔にまとめ ることから説明してい
させる。 く。

・学び合い（集団思考） ・式からグラフを意識付け
・・・表現活動 る。

・式→表→グラフの順を追
って指導する。
①式→表

・小グループ内で、考えを伝え ②表→グラフ
合う。

・全員が分かるような説明の工 ・学び合いでは、小グルー
夫をし、発表する。 プ全員が分かるような説

明をするようにと助言す
る。また、発表について
も、全員が分かるような
説明の工夫をするように
と助言していく。

・表を作り、式を成り立た
せるｘ、ｙの値の組が座
標であることを強調し、
できるだけ細かく座標を
とらせながら、グラフが
直線になることを把握さ
せる。

・「ＧＲＡＰＥＳ」を操作し、 ・「ＧＲＡＰＥＳ」の活用
自分や小グループの考えを確 ・グラフは、点を細かくと
かめる。 っていくと点全体が１つ

の直線を構成するという
ようにとらえさせたい。

※「ＧＲＡＰＥＳ」について
このソフトは、

「フリーソフト」であり、
複写・配布は自由にできます。
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「ＧＲＡＰＥＳ」

問題２ 次のグラフをかきなさい。

(1) (2) 評価規準【学び合い】

(3) (4) ◎比例のグラフのかき
方について

① 「比例のグラフは、折れ線
ではなくて直線である」こと

・個人思考 を根拠として、式を成り立た
せるｘ、ｙの値の組を座標と

・学習プリント（記録用紙）に ・記録用紙に、自分の「グ して点をとり、それらを結ん
まとめる。 ラフのかき方」について だ直線を引くということにつ

簡潔にまとめさせる。 いて「表現を工夫」し簡潔に
20 ・学び合い（集団思考） 説明している。また、質問に

・・・表現活動 ・グラフが直線になること も分かりやすく対応している。
から、できるだけ簡単に ② 他の生徒の考えをしっかり

・小グループ内で、考えを伝え かける方法で、誰にでも と聞き、理解しようとしている。
合う。 わかるかき方を見つけさ

・全員が分かるような説明の工 せたい。 ○比例のグラフのかき
夫をし、発表する。 方について

① 「比例のグラフは、折れ線
・「ＧＲＡＰＥＳ」を操作し、 ・「ＧＲＡＰＥＳ」を活用 ではなくて直線である」こと

自分や小グループの考えを確 させることで実感的な理 を根拠として、式を成り立た
かめる。 解につなげ、考えの根拠 せるｘ、ｙの値の組を座標と

を明らかにさせたい。 して点をとり、それらを結ん
だ直線を引くということにつ

・小グループごとに発表・説明 ・実物投影機を活用して発 いて説明している。
する。 表させる。 ② 他の生徒の考えをしっかり

・考えを共有する。 と聞くことができる。

・自己評価をする ・１時間の授業を振り返らせ、
５ 学習に対する自分の取組

の様子と学習内容を確認
させる。

xy  xy 2

xy  xy
2

1

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（８）８／９時間目【追究する過程】

○ねらい ○評 評価項目(評価方法)
時間 ・主な学習活動 ・支援及び指導上の留意点 ◎「十分満足できる」と判断される状況

☆「努力を要する」生徒への手だて
・自己評価をする 【表現・処理】

○いろいろな比例のグラフ ○評 ａの値が違った場合でも
をかくことができ、比例の 式から表をつくり、様
グラフの特徴を調べて理解 々なグラフをかくこと
することができる。 ができる。また、ａの

値に着目して、グラフ
の特徴をまとめること
ができる。

問題 次の問いに答えなさい。 （観察、発表、学習プ
(1) 次のグラフをかきましょう。 リント）

◎ａの値に着目して、よ
25 ① ② り早く様々なグラフを

かくことができる。ま
た、ａの値に着目して、

③ ④ グラフの特徴をまとめ、
説明することができる。

☆表をつくり、式を成り
(2) かいたグラフから特徴を考えましょう。 立たせるｘ、ｙの値の

組を座標として点をと
・個人思考 ることから説明してい

く。
・学習プリント（記録用紙）に ・自力解決させ、学習プリ

まとめる。 ントに、グラフをかかせ
る。

・グラフのかき方について 評価規準【学び合い】
他へ簡潔に説明できるよ
うに、記録用紙にまとめ 【幾何的な見方】
させる。 ◎① 「直線のグラフであること、

原点を通ること」や「式を成
・学び合い（集団思考） ・学び合いでは、小グルー り立たせるｘ、ｙの値の組を

・・・表現活動 プ全員が分かるような説 座標として点をとり直線で結
明をするようにと助言す ぶ」ということをグラフをか

・小グループ内で、考えを伝え る。また、発表について く根拠として、簡潔に他へ分
合う。 も、全員が分かるような かるように説明している。ま

・全員が分かるような説明の工 説明の工夫をするように た、質問にも分かりやすく対
夫をし、発表する。 と助言していく。 応している。

・発表時間の制限をし、簡 ② 他の生徒の考えをしっかり
潔に説明できるようにさ と聞き、理解しようとしてい
せる。 る。

○① 「直線のグラフであること、
・「ＧＲＡＰＥＳ」の操作をす ・「ＧＲＡＰＥＳ」を活用 原点を通ること」や「式を成

る。 させて、実感的な理解を り立たせるｘ、ｙの値の組を
図り、考えの根拠を明ら 座標として点をとり直線で結
かにする。 ぶ」ということをグラフをか

く根拠として、他へ説明して
・学び合い（集団思考） ・個々にグラフの特徴を発 いる。

・・・表現活動 表し合いながら、小グル ② 他の生徒の考えをしっかり
ープごとに考えをまとめ と聞いている。

・小グループ内で、グラフの特 させる。
徴について考えを伝え合う。

20
・グラフの特徴を小グループご ・小グループごとに、全員

とにまとめ、説明する。 が分かるような説明の工
夫をするようにと助言し
ていく。

・ａ＞０、ａ＜０の場合に
・考えを共有する。 分けて特徴をまとめてい

くようにする。

xy 3

xy
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2
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4
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xy 3
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（実物投影機を活用し、他

のグループとの考えの共
有を図る）

・自己評価をする ・１時間の授業を振り返らせ、
５ 学習に対する自分の取組

の様子と学習内容を確認
させる。



- 21 -

（９）９／９時間目【深める過程】

○ねらい ○評 評価項目(評価方法)
時間 ・主な学習活動 ・支援及び指導上の留意点 ◎「十分満足できる」と判断される状況

☆「努力を要する」生徒への手だて
※パソコン室 【見方や考え方】

○比例における既習の知識 ・日常生活に即した具体的 ○評 問題を解くことができ
や技能を活用して、具体 な問題を提示する。 る。さらに、解法に向
的な場面での応用的・発 けて既習の知識や技能
展的な問題を解くことが をどのように活用した
できる。 のか。自分の考えを数

学的な表現を用いて簡
潔に説明できる。

問題１ 姉と妹が同時に家を出発し、家から１８００ｍ (観察、発表、学習プ
はなれた図書館に行きます。姉は毎分２００ｍ、 リント)
妹は毎分１５０ｍの速さで自転車に乗って行きます。 ◎ともなって変わる２つ

15 家を出発してからｘ分後に、家からｙｍはなれ の数量の関係が比例の
たところにいるとします。 関係であることを把握

するとともに、「表、
(1) 姉と妹が３００ｍはなれるのは、家を出発してから 式、グラフ」を関連付

何分後ですか。 けてとらえ、問題解決
できる。

(2) 姉が図書館に着いたとき、妹は図書館からあと何ｍ ☆個別支援をし、表を作
のところにいますか。 り、ともなって変わる

２つの数量の関係が比
例の関係になることを
理解できるようにする。

・「ＧＲＡＰＥＳ」を活用した ・「ＧＲＡＰＥＳ」を操作 次に、グラフに移行し
学び合い（集団思考） させることで「表、式、 たい。

グラフの関連性」をとら
えさせる。

・次の「問題づくり」活動
へと展開するための前段
階なので、小グループ内
で短時間で確認させる。

「ＧＲＡＰＥＳ」

問題２ 問題１を参考にして、新たな問題や類似問題をつ
くってみましょう。（問題づくり） 評価規準【学び合い】

＜日常生活との関連＞
◎① 自分でつくった問題は、

どのように日常生活に関わる
・個人思考 ・問題と解答を考えさせる。 問題と「表、式、グラフ」を
・学習プリント（記録用紙）に ・記録用紙に簡潔にまとめ 関連付けてとらえたのか。

「作成問題と解答例」をまと させる。 どのような知識や技能を活用
める。 すれば問題解決できるのかを

30 簡潔に他へ分かるように説明
・学び合い（集団思考） ・小グループごとに個々に している。また、質問にも分

・・・表現活動 作った問題を発表したり かりやすく対応している。
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解き合ったりする中で、 ② 他の生徒の考えをしっか
・小グループ内で、問題を発表 知識や技能の多様な活用 りと聞き、理解しようとし

し合ったり解き合ったりしな の仕方を共有させる。 ている。
がら、互いの問題を比較検討 ○① 自分でつくった問題は、ど
する。 ・クラス全体で、小グルー のように日常生活に関わる問

プ内で選ばれた問題の中 題と「表、式、グラフ」を関
から数問解答させる。 連付けてとらえたのか。

・小グループ内ごとに「作成問 ・問題を実物投影機で提示 どのような知識や技能を活用
題」を提示し、解答する。 する。 したのかを他へ説明している。

（一斉） ・作問者に解答を示しても ② 他の生徒の考えをしっかり
・個人思考 らう。 と聞くことができる。

・解答例を発表する。 ・既習の知識や技能の多様
な活用の仕方を共有し、
問題解決につなげる。

・自己評価をする ・１時間の授業を振り返らせ、
５ 学習に対する自分の取組

の様子と学習内容を確認
させる。


